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      <プレス・リリース> プレス担当： 塩原邦子（kshiobara@japansociety.org / 212-715-1249） シャノン・ジャウエット(sjowett@japansociety.org / 212-715-1205)   
ジャパン・ソサエティー （JS）映画部 「月例クラシックス」シリーズ第３弾 

 

『勝新太郎・市川雷蔵 チャンバラ映画特集』 
The Double-Edged Sword: The Chambara Films of Shintaro Katsu & Raizo Ichikawa 

 ２００９年１２月～２０１０年５月 

 
 

JS はゲスト・キュレーターを迎えての古典映画シリーズ「月例クラシックス」第３弾として、２００９年１２月から２０１０年５月までの期間にわたり『勝新太郎・市川雷蔵 チャンバラ映画特集』を開催いたします。  今回は『Outlaw Masters of Japanese Film』(２００５年 I.B. Tauris 出版)の著者で日本映画通として知られる、クリス・D 氏（在 L.A.）が、昭和３０年代の大映黄金時代を飾った二大看板俳優、勝新太郎（１９３１－１９９７）と市川雷蔵（１９３１－１９６９）の出演作品９本を選出。それぞれが対照的な男性像を演じた戦後ジャンル映画の世界を毎月紹介いたします。初回の１２月１１日には、レセプションとクリス・D 氏による著書サイン会を行ないます。 
 
 ＜『勝新太郎・市川雷蔵 チャンバラ映画特集』ラインナップ＞ （全作品とも英語字幕付） 
 『薄桜記』  Samurai Vendetta １２月１１日 金曜日 午後７時半  ☆上映後、レセプションと本『チャンバラ映画特集』キュレーターのクリス・D 氏によるサイン会あり。 
 市川雷蔵扮する剣士・丹下典膳は、留守中最愛の妻が知心派の５人組に犯されたことを知り、苦悩の末、妻を離別し自身も片腕を失うことに。５人を探し出し復讐を果たすも、自らも傷つき妻と共に果てる。市川扮する典膳と勝新太郎扮する赤穂浪士・中山安兵衛との交友を絡ませ、二人の剣士の明暗を赤穂浪士討ち入りを背景に映し出す。五味康祐の『産経新聞』連載小説の映画化。 １９５９年｜１０９分｜１６ｍｍ｜カラー｜監督・森一生｜出演・市川雷蔵 勝新太郎 真城千都世 三田登喜子 

 『座頭市兇状旅』 Zatoichi, the Fugitive １月２２日 金曜日 午後７時半 勝新太郎扮する盲目の居合の達人の活躍を描く勧善懲悪時代劇『座頭市』シリーズ第４作目。下仁田の佐吉一家が、東九郎をはじめとするヤクザに狙われていると知った市は、一肌脱ぐことを決意。そんな中、かつて市が想いを寄せていたおたねが、東九郎の情婦として現れる。 １９６３年｜８６分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・田中徳三｜出演・勝新太郎 高田美和 万里昌代 成田純一郎 
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『斬る』 Destiny’s Son ２月１９日 金曜日 午後７時半 複雑な出生の秘密を持つ小諸藩士・高倉信吾が養父と義妹の不慮の死により、初めてその出生の真実を知る。それ以来、信吾の波乱に満ちた孤独な剣客の半生が始まる。邪剣と知りつつ相手のノドを狙う異様な「三絃の構え」をあやつる悲劇の天才剣客の、若き生涯と六つの決闘を描く。 １９６２年｜７１分｜１６ｍｍ｜カラー｜監督・三隅研次｜出演・市川雷蔵 藤村志保 渚まゆみ 

 『座頭市喧嘩旅』 Zatoichi On the Road: Fighting Journey ３月２０日 土曜日 午後５時 『座頭市』シリーズ第５作目。市は旅の途中、手ごめにしようとした若殿に怪我を負わされて逃げている娘・お美津を救い、しばし道中を共にすることに。そんな中、市を用心棒にしようとやっきになっていた二大やくざ勢力の片方がお美津を誘拐したことから、市の怒りは爆発する。 １９６３年｜８７分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・安田公義｜出演・勝新太郎 藤村志保 島田竜三 藤原礼子 

 『切られ与三郎』 Scar Yosaburo ３月２０日 土曜日 午後７時 名作歌舞伎「与話情浮名横櫛」の与三郎とお富の物語の映画化。ひとりの男の数奇な運命と愛情流転を詩情豊かに描き出す。江戸蝋燭問屋の総領養子の与三郎は家を飛び出し、あてのない一人旅へ。得意の新内を流して歩いた木更津の浜で与三郎はお富と出会い恋に落ちるも、お富を囲う網元・源左ヱ門から与三郎は激しく折檻され、全身に傷を負わせて海に投げ込まれてしまう。 １９６０年｜９４分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・伊藤大輔｜出演・市川雷蔵 淡路恵子 富士真奈美 中村玉緒 

 『新・座頭市物語』 New Tale of Zatoichi ４月２４日 土曜日 午後５時 『座頭市』シリーズ第３作目。故郷に帰って来た市は、彼の剣の師匠である水戸浪士の弥十郎の妹・弥生に求愛されるが、弥十郎はそれを許さない。やがて市は、金に目がくらんで悪事に手を染めていく弥十郎と対決せざるを得なくなっていく。 １９６３年｜９１分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・田中徳三｜出演・勝新太郎 坪内ミキ子 真城千都世 近藤美恵子 

 『眠狂四郎 女妖剣』 Nemuri Kyoshiro At Bay: The Sword of Seduction ４月２４日 土曜日 午後７時 『眠狂四郎』シリーズ第４作目。大奥の女中二人の水死体が上がった朝、眠狂四郎は鳥蔵という隠れキリシタンの飾り物職人の男から頼みを受ける。「信徒たちが希望を託す聖女が浜松にいて危険 な状態にある、その人を守ってほしい」と言うのだ。自分には関係ないことだと断る狂四郎に鳥蔵は、その聖女・びるぜん志摩が狂四郎の出生の秘密を知っている と言う…。狂四郎の出生の秘密を絡め、活劇的要素やエロティシズムを全篇に盛り込む。刀の残像を残すストロボ撮影による円月殺法が初登場。 １９６４年｜８７分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・池広一夫｜出演・市川雷蔵 藤村志保 久保菜穂子 

 『ひとり狼』 The Lone Stalker ５月１４日 金曜日 午後６時半 人斬りの異名をとる一匹狼のヤクザ・追分の伊三蔵は、博打も剣の腕も確かでヤクザ仲間からも一目置かれていたが、彼には、恩人の娘・由乃と身分違いの恋に落ち、由乃の許婚の武士を傷つけて逃走したという暗い過去があった。ある晩、秋の木曽福島で伊三蔵が出会った男の子の母親は、彼がかつて将来を誓ったその人、由乃だった…。中年ヤクザ・孫八の回想という形式を取り「人斬り伊三」の過去が次第に浮かび上がってくる。 １９６８年｜８３分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・池広一夫｜出演・市川雷蔵 長門勇 小川真由美 長谷川明男 
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『鬼の棲む館』 The Devil’s Temple ５月１４日 金曜日 午後８時半 谷崎潤一郎の戯曲を新藤兼人が脚色、三隅研次監督が映画化した耽美文芸作。南北朝の戦乱時代、村の男・太郎は白拍子の愛染に心奪われ、妻・楓を捨てて愛染と山寺に住みつき盗賊と化していた。そこへ、夫を連れ戻そうとやって来た楓も同居することに。 １９６９年｜７６分｜３５ｍｍ｜カラー｜監督・三隅研次｜出演・勝新太郎 高峰秀子 新珠三千代 佐藤慶 

 

*** ＊チケット・インフォメーション＊ 入場料： 初回１２月１１日のみ（レセプションとブックサイン会つき）： 一般 １５ドル/ 会員・シニア・学生 １０ドル その他の上映： 一般 １１ドル/ 会員・シニア・学生 ７ドル 会場： JS オーディトリアム （３３３ E. ４７th St., between １st and ２nd Avenues） お問い合わせ： ボックス・オフィス（２１２－７１５－１２５８）           （月曜～金曜 午前１１時～午後６時/土日 午前１１時～午後５時）  尚、チケットは JS ウェブサイトでもお求めになれます。詳しくは www.japansociety.org をご覧ください。上映作品のタイトルおよび上映開始時刻は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。 
 

*** ＊取材申し込み＊ 取材をご希望の方は、プレス担当・塩原/ジャウエットまでＥメール（kshiobara@japansociety.org / sjowett@japansociety.org）にてお申し込み下さい。尚、プレス席には限りがございます。満席の場合はご容赦下さい。   『勝新太郎・市川雷蔵 チャンバラ映画特集』 
The Double-Edged Sword: The Chambara Films of Shintaro Katsu & Raizo Ichikawa    上映会スケジュール一覧 

 （開催期間： ２００９年１２月～２０１０年５月） 

   ＊＊２００９年＊＊ １２月 『薄桜記』 Samurai Vendetta １２月１１日 金曜日 午後７時半  ☆レセプションとクリス・D氏によるサイン会あり  ＊＊２０１０年＊＊ １月 『座頭市兇状旅』 Zatoichi, the Fugitive １月２２日 金曜日 午後７時半  
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２月 『斬る』 Destiny’s Son ２月１９日 金曜日 午後７時半  ３月 『座頭市喧嘩旅』 Zatoichi On the Road: Fighting Journey ３月２０日 土曜日 午後５時 

 『切られ与三郎』 Scar Yosaburo ３月２０日 土曜日 午後７時  ４月 『新・座頭市物語』 New Tale of Zatoichi ４月２４日 土曜日 午後５時 

 『眠狂四郎 女妖剣』 Nemuri Kyoshiro At Bay: The Sword of Seduction ４月２４日 土曜日 午後７時  ５月 『ひとり狼』 The Lone Stalker ５月１４日 金曜日 午後６時半 

 『鬼の棲む館』 The Devil’s Temple ５月１４日 金曜日 午後８時半 
 

 
 

*** 
 


